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ネギ黒腐菌核病とは

病原菌：Sclerotium cepivorum

宿主：ネギ属植物
ネギ、タマネギ、ニンニク、ニラ、ラッキョウ

病徴：初期は葉先枯れなどの症状がみられ、進展すると
地際を軟化腐敗させ菌核を形成します。発病株は収穫
時に株元に菌核を形成していることから判別します。

生育適温：比較的低温（5-20℃）を好みます。菌糸成
育は15-20℃で最大になります。

pH：病原菌の植物への感染はpH7.0以下が好適です。

菌核：微小な黒色菌核で大きさは直径200～1000μm
程度です。

発病菌密度：タマネギでは作付け前に土壌100gあたり
に菌核が2個あれば収穫時に90％以上の株で発病した
という報告があります。傷があるところに菌核をつけ
ると1個でも容易にネギを枯らします。

静岡県の作型での発生パターン
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診断手順

前作の収穫時から圃場診断を実施

前作収穫時

・前作の発病程度（調査対象は全自家ほ場）
圃場内の発病株率と発病地点を達観で調査

・周辺ほ場の発病
隣接圃場の発病の有無を達観で調査

対策実施前

・定植前の土壌pH
ネギ定植前の土壌pHを測定

・土壌中菌核数
定植前に土壌中の黒腐菌核病菌核数を調査

それぞれの診断結果から発病リスクを
総合的に評価します
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土壌中の菌核数調査方法

土壌の採取

圃場内５ヶ所から各
500g程度ずつ採取

各地点ごとの菌核数を調査する

① ②

③

⑤④

黒腐菌核病は罹病すると植物体に菌核を形成し、
土壌中に残存することで次作の伝染源となります。
そこで栽培前に土壌中の菌核数を調査し、発病リ
スクを推定する指標の１つとします。

ネギに形成された菌核
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○用意するもの

・はかり
・篩（目合い0.18mm、2mm）
・蓄圧式ハンドスプレー
・バケツ
・金網
・300mlビーカー
・ 0.5%次亜塩素酸ナトリウム
・マグネチックスターラー
・ φ90㎜ガラスシャーレ
・ピンセット
・ろ紙
・実体顕微鏡
・抗生物質入りのポテトデキストロース寒天培地
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①採取した土500gから100gを
秤量します。

②小石等除去用の2㎜目合いの篩
の下に菌核捕捉用の0.18㎜目合い
の篩を重ね、篩上の土を蓄圧式ハ
ンドスプレーで洗います。
0.18mm篩上の残留物を水で洗い
流すように300mlビーカーに移し
ます。

③ビーカー中の水と等量の0.5%
次亜塩素酸ナトリウムを加え、マ
グネチックスターラーで撹拌しな
がら2.5分間表面殺菌します。こ
の際同時に夾雑物の漂白も行いま
す。
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⑤φ90㎜ガラスシャーレに残
留物を移し実体顕微鏡下でピン
セットを用い菌核を拾い上げま
す

⑥ろ紙上で水分を除去した菌核
を強くつまんで割り入れし、
100ppmストレプトマイシン
および50ppmテトラサイクリ
ンを加えたPDA培地に置床し
ます

⑦10～15℃で2週間培養し、
菌核を形成する菌叢から黒腐菌
核病を判定します

④ビーカーの底に沈殿している
砂粒を除去するため、ビーカー
の上澄みだけを0.18mm篩上
に移します。さらに砂にハンド
スプレーで水を20～30ml吹
き付け、菌核を水中に浮かせて、
それを篩上に移します（10～
20回繰り返す）。

菌核からの発芽開始期
菌核を形成した菌叢
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発病リスクの評価

①前作の発病程度

過去に圃場内で黒腐菌核病の発生があった場合
発病した地点では菌核が残るため発病リスクの推定に
有効な指標となります。

レベル３：前作の発病株率10％以上
レベル２：前作の発病株率1％以上10％未満
レベル１：前作の発病なし

②周辺ほ場の発病

隣接のほ場で黒腐菌核病が発生した場合に菌核が
風雨などで運ばれたり、自家の他ほ場で発病があった
場合にトラクターのタイヤなどに菌核が付着し、
蔓延する可能性があります。

レベル３：自家他圃場＋隣接圃場の発病あり
レベル２：自家他圃場または隣接圃場の発病あり
レベル１：自家他圃場と隣接圃場ともに発病なし

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

4

―　68　―



③定植前の土壌pH

黒腐菌核病は10℃以下の低温の状態で土壌pHが
7.0以上だと発病が軽減する可能性があります。
菌核数調査用に採取した土壌のpHを測定します。

レベル３：pH6.0未満
レベル２：pH6.0～7.0未満
レベル１：pH7.0以上

④土壌中菌核数

前述の菌核数調査方法で分かったほ場内５ヶ所の
菌核数/100g土の平均から発病リスクを推定します。

レベル３：５ヶ所の菌核数の平均が１個以上
レベル２：５ヶ所の菌核数の平均が１個未満
レベル１：菌核の検出なし
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前述の診断項目についてそれぞれのレベルごとに下記
のリスクポイントが設定されています。総合発病リス
クは各項目のリスクポイント合計から判定されます。

総合発病リスクの決定方法

各診断項目のレベル別リスクポイント

①

②

③

④ 土壌中菌核数

0

0 3 5

レベル１

0 1 2

前作の発病程度

定植前の土壌pH

レベル３

0 4 6

周辺ほ場の発病 1 3

レベル２

リスクポイントの合計から
総合発病リスクを決定

☆総合発病リスク評価

リスクポイント合計

発病リスクが低い 2以下

発病リスクが中程度 3〜5

発病リスクが高い 6以上

総合発病リスク表

レベル１

レベル２

レベル３
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診断票

診断項目

1

2

3

4

総合評価

あなたの畑の発病リスクは ⇒ レベル

総合発病リスク

防除技術項目

伝染源の除去

ネギ黒腐菌核病診断票

土壌中菌核数

診断項目名

前作発病株率

診断結果

　　　　％

調査日（診断項目3,4）

圃場名

圃場住所

圃場面積

調査日（診断項目1,2）

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

土壌消毒

自家他圃場：有or無　　　　隣接圃場：有or無

前作作物

次作定植予定日

周辺圃場の発病

定植前土壌pH

生育期の薬剤処理② アフェットフロアブルの株元灌注（ほ場全面）

伝染源の除去

1          2          3

前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用
作型の変更

Ⅲ．発病リスク　レベル３
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

11～12月出荷の作型とする
生育期の薬剤処理① アフェットフロアブルの株元灌注（前作発病箇所・菌核があった箇所）

以下の基準で総合評価する。
　レベル１：リスクポイントの合計が２以下
　レベル２：リスクポイントの合計が３～５
　レベル３：リスクポイントの合計が６以上

防除技術項目

技術の内容
Ⅰ．発病リスク　レベル１

前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

Ⅱ．発病リスク　レベル２

圃場全面の土壌消毒（バスアミド微粒剤 60kg/10aなど）または太陽熱消毒

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正① 定植前の圃場の土壌pHを7.0以上にする

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

5ヶ所平均　○個

レベル リスクポイント

技術項目名

 計　　　　　　

診断票

診断項目

1

2

3

4

総合評価

あなたの畑の発病リスクは ⇒ レベル

総合発病リスク

防除技術項目

伝染源の除去

ネギ黒腐菌核病診断票

土壌中菌核数

診断項目名

前作発病株率

診断結果

　　　　％

調査日（診断項目3,4）

圃場名

圃場住所

圃場面積

調査日（診断項目1,2）

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

土壌消毒

自家他圃場：有or無　　　　隣接圃場：有or無

前作作物

次作定植予定日

周辺圃場の発病

定植前土壌pH

生育期の薬剤処理② アフェットフロアブルの株元灌注（ほ場全面）

伝染源の除去

1          2          3

前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用
作型の変更

Ⅲ．発病リスク　レベル３
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

11～12月出荷の作型とする
生育期の薬剤処理① アフェットフロアブルの株元灌注（前作発病箇所・菌核があった箇所）

以下の基準で総合評価する。
　レベル１：リスクポイントの合計が２以下
　レベル２：リスクポイントの合計が３～５
　レベル３：リスクポイントの合計が６以上

防除技術項目

技術の内容
Ⅰ．発病リスク　レベル１

前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

Ⅱ．発病リスク　レベル２

圃場全面の土壌消毒（バスアミド微粒剤 60kg/10aなど）または太陽熱消毒

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正① 定植前の圃場の土壌pHを7.0以上にする

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

5ヶ所平均　○個

レベル リスクポイント
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診断票の使用例

診断項目

1

2

3

4

総合評価

あなたの畑の発病リスクは ⇒ レベル

総合発病リスク

防除技術項目

伝染源の除去

1          2          3

ネギ黒腐菌核病診断票

圃場名 ネギA-1

圃場住所 ○○市△△区□□町

圃場面積 10a

調査日（診断項目1,2） 2015年2月20日（収穫日）

前作発病株率 　　　　％

周辺圃場の発病 自家他圃場：有or無　　　　隣接圃場：有or無

定植前土壌pH

調査日（診断項目3,4） 2015年4月1日（対策実施前）

診断項目名 診断結果 レベル リスクポイント

次作定植予定日 2015年7月15日

前作作物 ネギ

     計  5　　　　　

0

0土壌中菌核数 5ヶ所平均　○個

技術項目名 技術の内容

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

Ⅰ．発病リスク　レベル１
前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正① 定植前の圃場の土壌pHを7.0以上にする

以下の基準で総合評価する。
　レベル１：リスクポイントの合計が２以下
　レベル２：リスクポイントの合計が３～５
　レベル３：リスクポイントの合計が６以上

防除技術項目

Ⅱ．発病リスク　レベル２
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

2

2

1

1

4

1

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

Ⅲ．発病リスク　レベル３
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正②

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

土壌消毒 圃場全面の土壌消毒（バスアミド微粒剤 60kg/10aなど）または太陽熱消毒
生育期の薬剤処理② アフェットフロアブルの株元灌注（ほ場全面）

定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

生育期の薬剤処理① アフェットフロアブルの株元灌注（前作発病箇所・菌核があった箇所）

診断票の使用例

診断項目

1

2

3

4

総合評価

あなたの畑の発病リスクは ⇒ レベル

総合発病リスク

防除技術項目

伝染源の除去

1          2          3

ネギ黒腐菌核病診断票

圃場名 ネギA-1

圃場住所 ○○市△△区□□町

圃場面積 10a

調査日（診断項目1,2） 2015年2月20日（収穫日）

前作発病株率 　　　　％

周辺圃場の発病 自家他圃場：有or無　　　　隣接圃場：有or無

定植前土壌pH

調査日（診断項目3,4） 2015年4月1日（対策実施前）

診断項目名 診断結果 レベル リスクポイント

次作定植予定日 2015年7月15日

前作作物 ネギ

     計  5　　　　　

0

0土壌中菌核数 5ヶ所平均　○個

技術項目名 技術の内容

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

Ⅰ．発病リスク　レベル１
前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正① 定植前の圃場の土壌pHを7.0以上にする

以下の基準で総合評価する。
　レベル１：リスクポイントの合計が２以下
　レベル２：リスクポイントの合計が３～５
　レベル３：リスクポイントの合計が６以上

防除技術項目

Ⅱ．発病リスク　レベル２
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

2

2

1

1

4

1

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

Ⅲ．発病リスク　レベル３
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正②

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

土壌消毒 圃場全面の土壌消毒（バスアミド微粒剤 60kg/10aなど）または太陽熱消毒
生育期の薬剤処理② アフェットフロアブルの株元灌注（ほ場全面）

定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

生育期の薬剤処理① アフェットフロアブルの株元灌注（前作発病箇所・菌核があった箇所）

診断票の使用例

診断項目

1

2

3

4

総合評価

あなたの畑の発病リスクは ⇒ レベル

総合発病リスク

防除技術項目

伝染源の除去

1          2          3

ネギ黒腐菌核病診断票

圃場名 ネギA-1

圃場住所 ○○市△△区□□町

圃場面積 10a

調査日（診断項目1,2） 2015年2月20日（収穫日）

前作発病株率 　　　　％

周辺圃場の発病 自家他圃場：有or無　　　　隣接圃場：有or無

定植前土壌pH

調査日（診断項目3,4） 2015年4月1日（対策実施前）

診断項目名 診断結果 レベル リスクポイント

次作定植予定日 2015年7月15日

前作作物 ネギ

     計  5　　　　　

0

0土壌中菌核数 5ヶ所平均　○個

技術項目名 技術の内容

土壌pHの矯正② 定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

Ⅰ．発病リスク　レベル１
前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する

輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正① 定植前の圃場の土壌pHを7.0以上にする

以下の基準で総合評価する。
　レベル１：リスクポイントの合計が２以下
　レベル２：リスクポイントの合計が３～５
　レベル３：リスクポイントの合計が６以上

防除技術項目

Ⅱ．発病リスク　レベル２
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培

2

2

1

1

4

1

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

Ⅲ．発病リスク　レベル３
伝染源の除去 前作の発病株を抜き取りほ場外で処分する
輪作・間作 ネギ属以外の他作物の輪作、作間の緑肥栽培
土壌pHの矯正②

作型の変更 11～12月出荷の作型とする

土壌消毒 圃場全面の土壌消毒（バスアミド微粒剤 60kg/10aなど）または太陽熱消毒
生育期の薬剤処理② アフェットフロアブルの株元灌注（ほ場全面）

定植前の圃場pHを7.0以上にする。土寄前に石灰30kg/10aを作条施用

生育期の薬剤処理① アフェットフロアブルの株元灌注（前作発病箇所・菌核があった箇所）

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

5

―　72　―



レベル1の場合、発病リスクは高くありませんが、作業
機械や風雨等により菌核が運ばれ発病する恐れがあるため、
基本的な耕種的防除等を実施します。

もし栽培期間中に発病が認められた場合は、薬剤処理を
実施して発病の拡大を防止してください。

③土壌pHの矯正

黒腐菌核病は地温が10℃以下で土壌pHが7.0以上の場
合に発病が軽減します。そこで定植前に苦土石灰等を施用
して土壌pHの矯正を行ってください。

②輪作・間作

ユリ科以外の作物を輪作することで黒腐菌核病の発病
が軽減されるため、エビイモや赤シソ、キャベツなどの
輪作を実施し、連作とならないようにしてください。ま
たネギ収穫後、次作開始までにエンバク、マルチ麦など
の緑肥作物を間作すると発病のリスクが軽減されます。

黒腐菌核病の防除対策
～発病リスク：レベル１～

①伝染源の除去

黒腐菌核病を発病した株は菌核を形成し、土壌中に残る
と次作の伝染源となります。そのため前作の発病株はほ場
外に持ち出して処分してください。
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黒腐菌核病の防除対策
～発病リスク：レベル２～

レベル２の場合、栽培条件によっては多発する恐れが
あるため、レベル１の対策に加え、前作の発病箇所や菌
核が確認された箇所を中心に、土寄せ時の石灰処理と薬
剤処理を実施します。作付時期を変更可能であれば年内
収穫となる作型に変更します。

⑥薬剤処理

前作の発病箇所や菌核が確認された箇所を中心にペン
チオピラド水和剤（アフェットフロアブル）の灌注処理
を実施してください。地温が20℃を下回ってくる10月
に1回目の処理を行い、その後の発生状況に合わせて2
回目の処理を実施します。

④作型の変更

黒腐菌核病は低温で発生しやすいことから、ネギが低
温に遭遇する期間を短くするため、11～12月出荷の作
型に変更してください。

⑤土寄せ時の石灰処理

年明け収穫の作型において土寄せの前に苦土石灰を作
条に施用することで黒腐菌核病の発病を軽減できます
（伊代住ら，2015a）。

黒腐菌核病の防除対策
～発病リスク：レベル２～

レベル２の場合、栽培条件によっては多発する恐れが
あるため、レベル１の対策に加え、前作の発病箇所や菌
核が確認された箇所を中心に、土寄せ時の石灰処理と薬
剤処理を実施します。作付時期を変更可能であれば年内
収穫となる作型に変更します。

⑥薬剤処理

前作の発病箇所や菌核が確認された箇所を中心にペン
チオピラド水和剤（アフェットフロアブル）の灌注処理
を実施してください。地温が20℃を下回ってくる10月
に1回目の処理を行い、その後の発生状況に合わせて2
回目の処理を実施します。

④作型の変更

黒腐菌核病は低温で発生しやすいことから、ネギが低
温に遭遇する期間を短くするため、11～12月出荷の作
型に変更してください。

⑤土寄せ時の石灰処理

年明け収穫の作型において土寄せの前に苦土石灰を作
条に施用することで黒腐菌核病の発病を軽減できます
（伊代住ら，2015a）。
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黒腐菌核病の防除対策
～発病リスク：レベル３～

発病リスクの高いレベル３の場合、レベル２の対策を
実施するとともに、ほ場全面の土壌消毒を実施してくだ
さい。また生育期間中の薬剤処理もほ場の全面に実施し
てください。土壌消毒の実施が困難な場合はネギ属以外
の他作物への転換を行ってください。

⑦土壌消毒

土壌くん蒸剤による土壌消毒または太陽熱消毒をほ場
の全面に実施してください。この時ビニル等での被覆を
行ってください。

⑧薬剤処理（ほ場全面）

地温が20℃を下回ってくる10月にペンチオピラド水和
剤の1回目の灌注処理をほ場全面で実施してください。2
回目はその後の発生状況に合わせて実施します。

ネギ黒腐菌核病に登録のある土壌くん蒸剤
・ダゾメット粉粒剤（バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤）
・メチルイソチオシアネート・D-D油剤（ディ・トラペックス油剤）
・カーバムナトリウム塩液剤（キルパー）
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土壌pHの矯正

黒腐菌核病は低温期に土壌pHが低いと発病のリスクが
高くなります。そこでpH矯正資材を用いて土壌pHを高く
することで、発病を抑制することが可能です。

平成24年10月～12月に土寄せ時に苦土石灰30㎏/10aを4回処理し、
12月25日（中間）30株、2月15日（収穫時）50株を掘り取り調査した。
土壌：灰色低地土 発病状況：甚発生（無処理区発病率100％）

苦土石灰土寄せ時処理

苦土石灰を定植時と土寄せ毎に処理することで、発病
を抑制して可販株率を増加できます。

処理コスト：５, ５８０円/10a
（定植時60㎏/10a 土寄せ時30㎏/10a 4回実施）

図 苦土石灰土寄せ時処理による黒腐菌核病の抑制
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図 転炉スラグ処理による黒腐菌核病の抑制

転炉スラグ処理

定植前にpH7.5を目標に転炉スラグを処理します。処
理量は村上ら（2008）の方法で圃場の土壌pHを7.5に
矯正する量を算出して処理します。

初期コストが高くなりますが、緩効性のため長期間に
わたって効果が持続します。

処理1年目
（調査日：H26 .2.27）

処理2年目
（調査日：H27 .2.27）

本試験での処理コスト：210, 650円/10a
（矯正目標：pH6.6→8.0、施用量 5.5ｔ/10a）

※転炉スラグとは
製鉄所の転炉で副成される資材で緩効性のpH矯正効果をもつケイ

酸カルシウムを主成分とする。
アブラナ科野菜根こぶ病などに対する防除効果が認められている

（後藤ら，2006）。
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輪作・間作作物の導入
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ユリ科以外の作物を輪作することで黒腐菌核病の発病が
軽減されることが報告されています（小河原ら，2013）。

現地で複合経営作物として栽培されているエビイモ、赤
シソ、キャベツ等の輪作体系を導入したり、次作作付まで
に緑肥作物を導入することで発病リスクの軽減が可能です。

図 緑肥作物（大麦）の栽培が土壌中の黒腐菌核病菌核の
生残に与える影響
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薬剤処理による防除

図 ペンチオピラド水和剤の防除効果（2015 年）

2014年に生育期に使用できる化学農薬としてペンチオ
ピラド水和剤（アフェットフロアブル）が農薬登録されま
した。発病リスク：レベル２では前作発病箇所や土壌中の
菌核が確認された箇所を中心に、レベル３ではほ場全面に
処理します。

地温が20℃を下回り、本病の発病リスクが高くなる10
月に1回目の処理を行います。その後、発病状況に合わせ
て2回目の処理を行いましょう。
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土壌くん蒸剤による土壌消毒以外に、太陽熱消毒も高い
防除効果を示します。緑肥作物を栽培後すき込みし、石灰
窒素30㎏/10aを施用してビニル等で被覆します。地温
30℃以上で1ヶ月以上を目安に消毒を行います。

太陽熱土壌消毒

図 太陽熱消毒による黒腐菌核病の生存菌核数への影響
（2014年）

処理前 太陽熱消毒区 無処理区

土壌くん蒸剤による土壌消毒以外に、太陽熱消毒も高い
防除効果を示します。緑肥作物を栽培後すき込みし、石灰
窒素30㎏/10aを施用してビニル等で被覆します。地温
30℃以上で1ヶ月以上を目安に消毒を行います。

太陽熱土壌消毒

図 太陽熱消毒による黒腐菌核病の生存菌核数への影響
（2014年）

処理前 太陽熱消毒区 無処理区
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作付時期の移動

黒腐菌核病が低温性の病害であることから、ネギが低温
に遭遇する期間を短くすることで発病を抑制できます。
このため秋冬ネギではほ場の作付計画を見直し、発病リス
ク：レベル１のほ場を1月以降に出荷の作型にし、レベル
２～３のほ場は11～12月出荷の作型に変更しましょう。

図 作型がネギ黒腐菌核病の秋冬ネギの発病に与える影響
※平成27年11月11日時点での発病状況

図 ネギ栽培期間中の地温（深さ10㎝）の推移
静岡県磐田市ネギほ場（2015年5月～2016年2月）

作付時期の移動

黒腐菌核病が低温性の病害であることから、ネギが低温
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ク：レベル１のほ場を1月以降に出荷の作型にし、レベル
２～３のほ場は11～12月出荷の作型に変更しましょう。

図 作型がネギ黒腐菌核病の秋冬ネギの発病に与える影響
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